
オンライン資格確認の導入義務化対象外及び経過措置適用中 

である場合の資格確認方法 
 

オンライン資格確認未導入（導入義務化対象外及び経過措置適用中）の医療機関での資格確

認方法は以下のとおりです。 

別添の厚生労働省資料「１．はじめに｜保険資格確認の方法について」と併せてご確認ください。 

 

(１) 「現行の健康保険証」や「資格確認書」での資格確認 

●現行の健康保険証は最長で令和7年12月1日まで有効だが、それまでの間に有効期限切

れや転職、退職等により保険者が切り替わる場合には失効することに注意する。 

●資格確認書はマイナンバーカードを取得していない方やマイナ保険証の登録をしていない

方に令和6年12月2日以降に送付される予定。 

 

(２) 「マイナンバーカード」との組み合わせでの資格確認 ※追加で健康保険証の提示は不要 

▶ 【資格情報のお知らせ ＋ マイナンバーカードの券面】 

医療機関は保険者が交付した「資格情報のお知らせ」で資格情報を確認する 

▶ 【患者自身のマイナポータル画面（PDFファイルも可） ＋ マイナンバーカードの券面】 

医療機関はマイナポータル画面等で資格情報を確認する 

 

(３) 「オンライン資格確認（資格確認限定型）」を利用したマイナ保険証による資格確認 

専用アプリケーションをインストールしたモバイル端末等（スマホやタブレット）を使って、患者

から提示を受けたマイナ保険証で資格情報を確認する。 

経過措置機関が導入する場合、費用の4分の3（最大3.1万円）が補助されます。 

導入の際は費用補助の活用についてもご検討ください。費用補助の詳細は「医療機関等向け総合

ポータルサイト」からご確認ください。支払基金からも対象医療機関に直接周知される予定です。 

 

オンライン資格確認未導入の医療機関においては、普段から来院されている患者さんに、「現行

の保険証」や「資格確認書」、もしくは「マイナンバーカード」と「資格情報のお知らせ」等の組み合

わせで資格確認が可能である旨をお伝えし、ご持参を呼びかけていただければと存じます。 

 

■請求にあたって 

上記の方法で被保険者番号等を確認できなかった場合、以下の順番で可能な方法を選択し請求。 

① 「現在」の被保険者番号等で請求 

患者からの聞き取りや受診歴等から確認できた資格情報を入力して請求する。 

② 資格無効の場合、喪失した「旧資格情報」で請求 

摘要欄に「旧資格情報」である旨を記録し、過去の受診歴等から確認できた旧資格情報

を入力して請求する。 

③ 資格情報なしの場合、「不詳」で請求 

摘要欄のに「不詳」である旨を記録し、被保険者資格申立書に記入された患者の住所・

連絡先等を入力する。保険者等番号は「7」を8桁、被保険者証の記号欄は空白、番号

欄は「7」を9桁を入力して請求する。※後期高齢者医療の場合は「7」を8桁 
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